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経
税
部　

連
続
セ
ミ
ナ
ー
開
く

募
集
、採
用
の
悩
み
を
解
決
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私
は
休
日
が
苦
手
で
あ
る
。
昭

和
前
半
の
精
神
、
月
月
火
水
木
金

金
が
私
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
イ
ン
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
週
末
も
大
学
に
顔
を
出
す
。

土
日
は
キ
ッ
パ
リ
研
究
室
に
顔
を

見
せ
な
い
平
成
世
代
の
目
に
は
つ

ま
ら
な
い
人
生
と
映
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
昭
和
な
私
に
空
前
絶
後

の
試
練
が
訪
れ
た
。
憲
政
史
上
初

の
10
連
休
だ
。
長
す
ぎ
る
！　

し

か
し
、
私
は
こ
こ
で
ひ
る
ん
で
は

な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
遠
か
ら

ず
来
る
３
６
５
連
休
（
サ
ン
デ
ー

毎
日
と
も
い
う
）
に
立
ち
向
か
う

た
め
、
休
日
に
慣
れ
休
日
を
愛
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
こ

で
自
ら
に
課
題
を
与
え
た
。
定
年

後
を
模
し
て
、
連
休
は
近
所
で
過

ご
す
こ
と
。
そ
し
て
、
絶
対
に
大

学
に
は
行
か
な
い
！
と
。

　

課
題
の
成
否
は
後
ほ
ど
に
し

て
、
連
休
２
日
目
は
名
古
屋
で
開

か
れ
た
日
本
医
学
会
総
会
に
参
加

し
た
（
こ
れ
は
課
題
対
象
外
）。

こ
こ
で
医
科
歯
科
連
携
の
令
和
の

未
来
が
見
え
た
の
で
、
諸
兄
姉
に

ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
。

　

日
本
医
学
会
総
会
は
、
４
年
に

１
度
の
わ
が
国
最
大
の
学
会
で
あ

る
。
１
２
０
周
年
の
今
回
、
史
上

初
め
て
歯
科
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
２

つ
創
設
さ
れ
た
。
歯
科
セ
ッ
シ
ョ

ン
創
設
は
、
愛
知
県
歯
科
医
師
会

の
先
生
方
の
ご
尽
力
が
あ
れ
ば
こ

そ
の
快
挙
（
立
派
！
）。
不
肖
私

も
登
壇
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

歯
科
界
で
超
人
気
の
内
科
医
・

西
田
亙
先
生
の
ご
講
演
も
あ
り
、

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
医
科
・
歯

科
の
参
加
者
は
誰
一
人
も
抜
け
る

こ
と
な
く
熱
心
に
聴
講
さ
れ
た
。

講
演
後
は
、
医
科
、
歯
科
双
方
の

お
立
場
か
ら
の
質
問
を
多
数
お
受

け
し
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
っ
た
（
参
考
：

Ishiyaku D
ent W

eb

）。

　

特
別
講
演
は
日
本
歯
科
医
師
会

・
堀
憲
郎
会
長
と
愛
知
県
歯
科
医

師
会
・
内
堀
典
保
会
長
に
よ
る
２

本
立
て
。
と
こ
ろ
が
、
な
な
何

と
、
停
電
に
よ
り
上
越
新
幹
線
が

不
通
と
な
り
、
新
潟
に
お
ら
れ
た

堀
会
長
は
名
古
屋
入
り
で
き
な
い

と
の
連
絡
が
！　

急
遽
、
内
堀
会

長
が
１
人
で
２
人
分
の
講
演
を
果

た
さ
れ
た
（
見
事
な
臨
機
応
変

力
）。
内
堀
先
生
は
治
療
中
心
だ

っ
た
歯
科
医
療
の
今
後
は
、
予
防

を
中
心
に
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と

熱
弁
さ
れ
、
予
防
歯
科
に
籍
を
置

く
私
の
目
頭
は
熱
く
潤
ん
だ
の
だ

っ
た
。

　

さ
て
、
冒
頭
の
課
題
の
成
否
は

と
い
う
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ら
登

山
を
楽
し
み
、
夕
食
は
徒
歩
圏
内

の
名
店
を
妻
と
巡
っ
て
の
10
連

食
。
３
６
５
連
休
に
向
け
模
範
的

暮
ら
し
予
行
を
果
た
し
た
の
だ
！

　

し
か
し
、
課
題
は
不
達
成
。
大

学
に
２
日
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
急
に
は
変
わ
ら
な
い
。

　

協
会
は
５
月
18
日
の
第
55
回
通
常
評
議
員
会
で
安
倍
政
権
が
狙
う

社
会
保
障
費
削
減
と
憲
法
９
条
改
正
に
反
対
す
る
２
決
議
を
採
択
し

た
。
全
文
は
次
の
通
り
。

基
盤
に
据
え
、
豊
か
な
人
権
規
定
を

設
け
、
前
文
に
は
平
和
的
生
存
権
を

う
た
い
、
第
９
条
に
は
戦
争
の
放
棄

と
戦
力
の
不
保
持
、
交
戦
権
の
否
認

と
い
う
、
世
界
で
も
類
い
稀
な
徹
底

し
た
恒
久
平
和
主
義
を
定
め
、
国
が

　

５
月
３
日
、
72
回
目
の
憲
法
記
念

日
を
迎
え
た
。
憲
法
施
行
後
、
国
民

が
一
度
も
戦
争
の
惨
禍
に
見
舞
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
計
り
知
れ
な

い
重
み
が
あ
る
。 

　

憲
法
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

の
惨
禍
と
軍
国
主
義
へ
の
深
い
反
省

と
、
歯
科
医
師
は
保
険
診
療
に
厳
し

い
制
約
が
課
せ
ら
れ
、
患
者
は
受
療

権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
は
長
期
に
わ
た
り
基
礎

的
技
術
料
が
抜
本
的
に
改
善
さ
れ

ず
、
医
院
経
営
の
安
定
を
揺
る
が
せ

て
い
る
。
理
解
し
が
た
い
施
設
基
準

　

歯
科
界
は
政
府
の
低
歯
科
医
療
費

政
策
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
国

民
に
良
質
な
歯
科
医
療
を
提
供
し
て

き
た
。
子
ど
も
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
や

「
８
０
２
０
」
達
成
者
の
割
合
を
飛

躍
的
に
改
善
さ
せ
た
こ
と
は
歯
科
医

療
関
係
者
の
努
力
の
賜
物
と
い
え

に
も
と
づ
い
て

立
憲
主
義
―
―

憲
法
と
は
国
民

が
権
力
者
を
縛

る
も
の
―
―
を

る
。

　

歯
科
医
療

の
重
要
性
が

注
目
さ
れ
る

一
方
、
安
倍

政
権
の
社
会

保
障
費
削
減

路
線
の
も

あ
る
国
民
が
変

え
る
必
要
性
を

感
じ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
日

「
富
の
遍

在
」
を
解
消

し
、
社
会
保

障
費
削
減
政

策
を
是
正
し

な
け
れ
ば
、

国
民
の
歯
科

医
療
へ
の
期

「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
作
り
変
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

憲
法
記
念
日
を
前
に
朝
日
新
聞
社

が
実
施
し
た
憲
法
に
関
す
る
全
国
世

論
調
査
で
は
、「
憲
法
を
変
え
る
機

運
は
高
ま
っ
て
い
な
い
」
が
72
％
、

二
度
と
戦
争
を
し
な
い
よ
う
歯
止
め

を
か
け
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
２
０
１
７
年
の
憲

法
記
念
日
に
９
条
改
憲
を
提
言
し
て

か
ら
、
改
憲
へ
の
執
念
を
露
に
す
る

発
言
を
続
け
て
い
る
。
安
全
保
障
関

連
法
案
の
強
行
成
立
な
ど
、
日
本
が

入
さ
れ
た
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
る
受
診
控
え
が

広
が
り
、
病
気
に
な
っ
て
も
患
者
に

な
れ
な
い
国
民
が
増
え
て
い
る
。

　

今
後
、
安
倍
首
相
は
「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
を
口
実
に
、
消
費
税
を

10
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
予
定
し

に
よ
っ
て
診
療
報
酬
の
一
物
二
価
な

ど
が
生
じ
、
医
療
機
関
の
格
差
拡
大

と
再
編
・
淘
汰
が
進
め
ら
れ
た
。
加

え
て
、
２
０
１
８
年
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
基
本
診
療
料
に
院
内
感
染
防

止
対
策
の
費
用
が
組
み
込
ま
れ
、
懲

罰
的
な
減
算
の
仕
組
み
ま
で
も
が
導

本
国
憲
法
の
意
義
を
改
め
て
確
認

し
、
３
０
０
０
万
人
署
名
の
成
果
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
安
倍
内
閣
の
改

憲
発
議
を
許
さ
ず
、
改
憲
派
を
少
数

に
追
い
込
む
た
め
に
引
き
続
き
奮
闘

す
る
も
の
で
あ
る
。

「
９
条
を
変
え
な
い
方
が
良
い
」
は

64
％
に
の
ぼ
り
、
改
憲
反
対
が
多
数

を
占
め
て
い
る
。

　

社
会
保
障
、
医
療
、
福
祉
と
り
わ

け
歯
科
医
療
の
礎
は
平
和
で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
が
こ
れ
ま
で
一
度
も
変

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
主
権
者
で

待
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
。
私
た
ち

歯
科
医
師
は
、
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
力
を
尽
く
す
決
意
を
表
明
す

る
。

て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
世
代
に
負
担

を
押
し
付
け
る
消
費
税
増
と
社
会
保

障
の
大
幅
な
改
悪
を
セ
ッ
ト
で
狙
う

も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
６
年
間
で
大
企

業
や
富
裕
層
ば
か
り
が
「
豊
か
」
に

な
り
、
国
民
の
貧
困
化
が
進
ん
だ
。

憲
法
を
守
り
・
生
か
し
、

安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
費
削
減
を

許
さ
ず
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

を
発
展
さ
せ
国
民
の
期
待
に

こ
た
え
る
歯
科
医
療
を
実
現
し
よ
う

第
55
回　
　
　

評
議
員
会
決
議

歯
科
国
試

３人に１人不合格

　

厚
労
省
は
３
月
18
日
、
第

１
１
２
回
（
２
０
１
９
年
）

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
結
果

　

経
税
部
は
、「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
が
４
月
に
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
募

集
・
採
用
」
を
テ
ー
マ
に
５

月
18
、
19
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
医
科
協
会
と
の
共
催

で
、
延
べ
26
人
が
参
加
。
講

師
は
社
労
士
の
堀
口
正
二
氏

が
務
め
た
。

　

１
日
目
は
採
用
か
ら
退
職

に
至
る
ま
で
の
基
礎
的
事
項

を
網
羅
的
に
解
説
、
２
日

目
は
２
つ
の
設
問
を
用
い

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
、
参
加
者
同
士
が
自
身

の
経
験
も
ふ
ま
え
な
が
ら

意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

　

堀
口
氏
は
、
近
年
の
求

人
で
重
視
さ
れ
る
項
目
と

し
て
、
給
与
の
他
、
休
暇

自
院
の
様
子
や
悩
み
事
に
つ

い
て
互
い
に
交
流
す
る
参
加

者
ら
＝
５
月
18
、
19
日
、
保

険
医
会
館

日
数
が
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
、「
休
暇
の
取
得
率
を
向

上
さ
せ
れ
ば
大
き
な
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
得
る
」

と
強
調
。
今
回
の
法
改
定
を

契
機
に
各
院
所
で
工
夫
す
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

一
方
で
、
少
人
数
の
診
療

所
で
は
人
員
に
余
裕
が
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、「
ど
う
対

応
し
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い

う
悩
み
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
堀
口
氏
は
厚
生
労
働

省
が
作
成
し
た
「
年
５
日
の

確
実
な
有
給
休
暇
の
取
得
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
示
し
な
が

ら
、「
時
季
指
定
」
や
「
計

画
的
付
与
制
度
」
の
活
用
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
雇
い
入

れ
の
際
に
取
り
交
わ
す
労
働

条
件
通
知
書
の
書
き
方
に
つ

い
て
も
、
記
載
例
を
参
考
に

有
効
な
書
き
方
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

を
発
表
し
た
。
受
験
者
３
２

３
２
人
の
う
ち
、
合
格
者
は

２
０
５
９
人
。
合
格
率
は
63

・
７
％
と
昨
年
よ
り
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
３
人

に
１
人
し
か
合
格
で
き
な
い

と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ

る
。

　

大
学
別
の
平
均
合
格
率

は
、
国
立
で
79
・
９
％
、
公

立
で
75
・
４
％
、
私
立
59
・

０
％
。
大
学
間
で
96
・
１
％

か
ら
、
30
・
２
％
と
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
入
試
の
偏
差

値
が
高
い
と
さ
れ
る
国
公
立

大
学
で
も
全
11
大
学
で
合
格

率
が
９
割
を
切
っ
た
。

　

こ
こ
10
年
間
の
合
格
率
の

推
移
を
見
る
と
13
年
の
71
・

２
％
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
は

65
％
以
下
に
と
ど
ま
る
。

　

合
格
者
数
で
は
、
09
年
か

ら
13
年
の
間
は
２
４
０
０
人

前
後
で
推
移
し
て
い
た
。
し

か
し
、
14
年
に
急
落
し
て
以

降
、
２
０
０
０
人
前
後
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

８

歯
科
医
療

数
字
見
る

で

歯科医師国家試験合格者数推移

第
112
回（
２
０
１
９
年
）

第
111
回（
２
０
１
８
年
）

第
110
回（
２
０
１
７
年
）

第
109
回（
２
０
１
６
年
）

第
108
回（
２
０
１
５
年
）

第
107
回（
２
０
１
４
年
）

第
106
回（
２
０
１
３
年
）

第
105
回（
２
０
１
２
年
）

第
104
回（
２
０
１
１
年
）

第
103
回（
２
０
１
０
年
）

第
102
回（
２
０
０
９
年
）

71.2％

2400人

合格率
63.7％
合格率
63.7％

合格者数
2059人
合格者数
2059人


